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秋
の
火
災
予
防
運
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度

　
全
国
統
一
防
火
標
語

「

火
を
消
し
て

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
」

　
１１
月
９
日
㈭
～
１５
日
㈬
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
期
間
中
、
消
防
車
両
に
よ
る

巡
回
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
の
火
災
件
数
は
１７
件
で
し

た
が
、
今
年
は
９
月
末
ま
で
に
３６

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
冬
期
は
暖

房
器
具
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
住
宅
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
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１１
月
・
１２
月
は

新
潟
県
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動

重
点
実
施
期
間
で
す

　
新
潟
県
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
動
は

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
を
減
ら
し
、

安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
運
転
の

技
術
や
心
が
け
の
習
慣
化
を
め
ざ

す
取
り
組
み
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
地
球
に
も
人
に
も
や
さ
し
い

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
１０
の
す
す
め

・

自
分
の
車
の
燃
費
を
把
握
す
る

・

急
発
進
は
や
め
る

・

車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、

加
速
・
減
速
を
少
な
く
す
る

・

減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を

離
す

・

エ
ア
コ
ン
は
適
切
に
使
用
す
る

・

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

る
・

渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て

出
発
す
る

・

車
の
点
検
・
整
備
を
習
慣
づ
け

る
・

不
要
な
荷
物
を
降
ろ
す

・

走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や

め
る

 News Plazaみなみうおぬまニュースプラザ

帝京平成大学との連携協力に関する包括協定の締結式を行いました9月28日㈭
　南魚沼市役所を会場に、帝京平成⼤学との連携協力に関する包括協定の締結式を行いました。この協定

は市と帝京平成⼤学が、相互の連携・協力のもと地域の更なる発展に寄与
することを目的として、5つの事項について協定を締結するものです。

　林市長は「地域医療を支える⼈材を確保するために奔
ほん

走
そう

する中で冲永学
長と知己を得る機会があり、縁あって協定の締結に至ることができた。将
来に渡り想定されるさまざまな課題について、タッグを組んで取り組んで
いきたい」と語りました。
　平成帝京⼤学の冲永学長は「本学の強みである幅広い医療系学部を活か
した⼈材の育成や交流や、地方でも活躍できるデジタル⼈材の育成、U
ターン・Iターンなどの移住・定住の促進に貢献したい」と語りました。
　また、令和6年1月から、帝京⼤学プライベートブランドのミネラル
ウォーターに、南魚沼産の水が利用されることが冲永学長から発表されま
した。このミネラルウォーターは、帝京⼤学系列の学校内や、⼤学付属病
院の⾃動販売機などで販売されます。

１．教育や⼈材の育成・交流
２．デジタル社会に対応できる高度専門⼈材の育成
３．地域福祉の充実・健康づくり
４．地域経済の発展・まちづくり
５．南魚沼市内に事業所を有する企業への就職及び南魚沼市内への定
住の促進
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